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 ウクライナ危機を背景に、ロシアが欧米産農産物・食品の一部に対する輸入禁止措置を導入して

から、約２年が経過した。禁輸措置は、欧米の生産者に小さからぬ打撃を与える一方、ロシア市場

に構造的な変化をもたらしている。とりわけ、畜産・酪農品を中心に、ロシアの生産者による輸入代

替生産が急ピッチで進んでいる。今日のロシアでは、あらゆる産業分野で輸入代替の課題が叫ばれ

ているが、おそらく最も顕著な成果が挙がっているのが、畜産・酪農品を中心とした食品分野だろう。 

 禁輸導入から２年が経過して、その影響が統計数値にも明瞭に表れつつある。また、ロシア政府付

属分析センターが2016年４月、「食品禁輸：2015年の総括」と題する報告書を発表した。そこで今

回の速報では、ロシアの欧米産食品禁輸政策の経緯と事実関係を改めて整理するとともに、ロシア

連邦国家統計局およびロシア連邦関税局発表の統計資料、前掲の「食品禁輸：2015年の総括」を

もとに、ロシアの食品貿易のパフォーマンスを図表にまとめ、食品禁輸と輸入代替の動向を概観する。 
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